
(57)【要約】

【課題】障害釘に荷重をかけることなく、遊技盤を安定

して積み上げることができ、遊技盤の良好な外観を悪化

させることがない遊技盤支持具を提供する。

【解決手段】遊技機の遊技盤１を略水平に載置した際に

遊技盤１を支持する遊技盤支持具である。遊技盤１の裏

面の四隅に支持脚１２が可倒自在に取り付けられ、支持

脚１２の突出し長は遊技盤１に打ち込まれた障害釘５の

突出し長より長く形成される。支持脚１２は遊技盤１の

裏面に対し倒伏姿勢と起立姿勢を保持可能に取り付けら

れ、支持脚１２の倒伏姿勢を保持する開口縁部保持面と

枢軸１３、及び支持脚１２の起立姿勢を保持する嵌入保

持孔１５が設けられている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
 遊 技 機 の 複 数 の 遊 技 盤 を 積 み 重 ね て 載 置 す る 際 に 使 用 さ れ る 遊 技 盤 支 持 具 で あ っ て 、
　 該 遊 技 盤 に 少 な く と も ３ 本 の 支 持 脚 が 可 倒 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 該 支 持 脚 の 突 出 し 長 は
該 遊 技 盤 に 打 ち 込 ま れ た 障 害 釘 の 突 出 し 長 よ り 長 く 形 成 さ れ 、 該 支 持 脚 は 該 遊 技 盤 に 対 し
倒 伏 姿 勢 と 起 立 姿 勢 を 保 持 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 該 支 持 脚 の 倒 伏 姿 勢 を 保 持 す る 倒 伏 保 持
部 と 該 支 持 脚 の 起 立 姿 勢 を 保 持 す る 起 立 保 持 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 遊 技 盤 支 持
具 。
【 請 求 項 ２ 】
 前 記 遊 技 盤 の 裏 面 の 四 隅 に 取 付 基 台 が 埋 め 込 む よ う に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 支 持 脚 は 、 枢
軸 と 長 孔 を 介 し て 該 取 付 基 台 の 下 部 に 設 け た 枢 支 部 に 、 摺 動 と 回 動 を 可 能 に 枢 支 さ れ た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 遊 技 盤 支 持 具 。
【 請 求 項 ３ 】
 前 記 取 付 基 台 の 該 枢 支 部 に 前 記 支 持 脚 の 上 部 が 枢 軸 を 介 し て 揺 動 自 在 に 枢 支 さ れ 、 該 取
付 基 台 の 下 面 に 該 支 持 脚 の 上 部 が 嵌 入 可 能 な 嵌 入 保 持 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 起 立 保 持 部 が 該
嵌 入 保 持 孔 に よ っ て 形 成 さ れ 、 前 記 倒 伏 保 持 部 が 該 枢 軸 と 該 嵌 入 保 持 孔 の 開 口 縁 部 保 持 面
か ら 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 遊 技 盤 支 持 具 。
【 請 求 項 ４ 】
 前 記 支 持 脚 の 上 部 に 長 孔 が 形 成 さ れ る と 共 に 、 該 長 孔 に 挿 通 さ れ る 枢 軸 が 上 記 嵌 入 保 持
孔 の 略 下 方 位 置 に 水 平 に 保 持 さ れ 、 倒 伏 姿 勢 の 支 持 脚 は 該 嵌 入 保 持 孔 の 開 口 縁 部 保 持 面 に
当 接 し て 倒 伏 姿 勢 が 保 持 さ れ 、 該 支 持 脚 の 上 部 を 該 嵌 入 保 持 孔 に 近 づ け る 方 向 に 該 支 持 脚
を 摺 動 さ せ た と き 、 該 支 持 脚 が そ の 自 重 に よ り 枢 軸 を 中 心 に 鉛 直 状 態 ま で 回 動 し 、 該 支 持
脚 の 上 部 が 該 嵌 入 保 持 孔 の 真 下 に 移 動 し た と き 、 該 遊 技 盤 と 該 支 持 脚 の 相 対 移 動 に よ り 、
該 支 持 脚 の 上 部 が 該 嵌 入 保 持 孔 に 嵌 入 し て 該 支 持 脚 が 起 立 姿 勢 と な る よ う に 構 成 し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 遊 技 盤 支 持 具 。                                         
                              
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ チ ン コ 遊 技 機 の 製 造 時 、 そ の 遊 技 盤 を 安 全 に 積 み 上 げ て 載 置 す る こ と が で
き る 遊 技 盤 支 持 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 パ チ ン コ 遊 技 機 の 製 造 ラ イ ン に お い て 、 遊 技 盤 は 、 盤 上 に 多 数 の 障 害 釘 を 打 ち 込 む 釘 打
ち 工 程 、 障 害 釘 の 角 度 を 調 整 す る 釘 調 整 工 程 、 及 び 内 レ ー ル 、 外 レ ー ル を 取 り 付 け る と 共
に 、 レ ー ル 間 に 返 し ゴ ム （ 打 球 ス ト ッ パ ） を 取 り 付 け る レ ー ル 取 付 工 程 な ど を 終 了 し た 時
点 で 、 所 定 の 場 所 に 積 み 上 げ て 一 時 保 管 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 遊 技 盤 ３ １ を 積 み 上 げ た 場 合 、 盤 上 に 固 定 さ れ た 返 し ゴ ム ３ ２ の
高 さ が 障 害 釘 ３ ３ の 高 さ よ り 僅 か に 高 く 、 返 し ゴ ム ３ ２ は 遊 技 盤 ３ １ の 一 方 の 端 部 に 取 り
付 け ら れ る た め 、 遊 技 盤 ３ １ 上 の 返 し ゴ ム ３ ２ か ら 離 れ た 側 の 他 端 部 の 障 害 釘 ３ ３ は 、 上
方 に 積 み 上 げ ら れ た 遊 技 盤 ３ １ の 荷 重 を 受 け て 支 持 す る 状 態 で 保 管 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 保 管 さ れ た 遊 技 盤 ３ １ は 、 そ の 後 、 台 車 に 載 置 さ れ て 次 の 工 程 に 移 動 す る が 、 こ の よ う
に 積 み 上 げ ら れ た 遊 技 盤 ３ １ は 、 台 車 に よ り 移 動 す る 際 、 不 安 定 に 積 み 上 げ ら れ た こ と に
よ り 、 遊 技 盤 に 揺 れ や 振 動 が 生 じ る 。 こ の と き 、 上 方 の 遊 技 盤 ３ １ を 下 か ら 支 持 す る 端 部
の 障 害 釘 ３ ３ に 過 大 な 荷 重 が か か り 、 荷 重 を 受 け た 障 害 釘 ３ ３ に 、 傷 や 曲 げ が 生 じ や す い
と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 従 来 、 下 記 特 許 文 献 １ に お い て 、 遊 技 盤 の 表 面 の 四 隅 に 固 定 さ れ る コ ー ナ ー 飾
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り に 、 半 球 状 の 突 起 を 突 設 し 、 突 起 の 遊 技 盤 表 面 か ら の 高 さ を 、 障 害 釘 の 高 さ よ り 若 干 高
く な る よ う に し て 、 遊 技 盤 を 積 み 上 げ て 保 管 し た と き 、 障 害 釘 が 荷 重 を 受 け ず 、 コ ー ナ ー
飾 り の 突 起 が 上 方 の 遊 技 盤 の 荷 重 を 受 け る よ う に し た 遊 技 盤 が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ ０ ０ ５ － １ ６ ８ ６ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 記 の 遊 技 盤 は 、 遊 技 盤 の 四 隅 に 固 定 さ れ た コ ー ナ ー 飾 り の 表 面 に 、 半 球 状 の
突 起 を 突 設 し て い る た め 、 遊 技 盤 を 積 み 上 げ て 保 管 し た 場 合 、 こ れ ら の 突 起 が 上 側 の 遊 技
盤 の 背 面 に 当 接 し て 、 上 方 の 遊 技 盤 の 荷 重 を 受 け て 支 持 す る こ と に な る 。 こ の た め 、 突 起
及 び コ ー ナ ー 飾 り に 過 大 な 荷 重 が か か る 場 合 が あ り 、 比 較 的 強 度 の 小 さ い 合 成 樹 脂 製 成 形
品 の コ ー ナ ー 飾 り や そ の 周 辺 部 の 意 匠 面 に 、 傷 が 発 生 し や す い 。 こ の た め 、 遊 技 盤 の 正 面
に 露 出 し て 良 好 な 装 飾 性 を 発 揮 す る コ ー ナ ー 飾 り の 外 観 品 質 が 悪 化 し や す い と い う 問 題 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 障 害 釘 に 荷 重 を か け る こ と な く 、 遊 技 盤
を 安 定 し て 積 み 上 げ る こ と が で き 、 遊 技 盤 の 良 好 な 外 観 を 悪 化 さ せ る こ と が な い 遊 技 盤 支
持 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 １ の 遊 技 盤 支 持 具 は 、 遊 技 機 の 遊 技 盤 を 略 水 平 に 載 置 し た 際 に 該 遊
技 盤 を 支 持 す る 遊 技 盤 支 持 具 で あ っ て 、 該 遊 技 盤 に 少 な く と も ３ 本 の 支 持 脚 が 可 倒 自 在 に
取 り 付 け ら れ 、 該 支 持 脚 の 突 出 し 長 は 該 遊 技 盤 に 打 ち 込 ま れ た 障 害 釘 の 突 出 し 長 よ り 長 く
形 成 さ れ 、 該 支 持 脚 は 該 遊 技 盤 に 対 し 倒 伏 姿 勢 と 起 立 姿 勢 を 保 持 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 該
支 持 脚 の 倒 伏 姿 勢 を 保 持 す る 倒 伏 保 持 部 と 該 支 持 脚 の 起 立 姿 勢 を 保 持 す る 起 立 保 持 部 が 設
け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。 な お 、 上 記 支 持 脚 の 突 出 し 長 と は 、 支 持 脚 を 起 立 姿 勢 に し た
と き の 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 上 記 遊 技 盤 支 持 具 に お い て は 、 請 求 項 ２ の よ う に 、 遊 技 盤 の 裏 面 の 四 隅 に 取 付
基 台 が 埋 め 込 む よ う に 取 り 付 け ら れ 、 支 持 脚 は 、 枢 軸 と 長 孔 を 介 し て 該 取 付 基 台 の 下 部 に
設 け た 枢 支 部 に 、 摺 動 と 回 動 を 可 能 に 枢 支 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 遊 技 盤 支 持 具 に お い て は 、 請 求 項 ３ の よ う に 、 取 付 基 台 の 該 枢 支 部 に 前 記 支
持 脚 の 上 部 が 枢 軸 を 介 し て 揺 動 自 在 に 枢 支 さ れ 、 該 取 付 基 台 の 下 面 に 該 支 持 脚 の 上 部 が 嵌
入 可 能 な 嵌 入 保 持 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 起 立 保 持 部 が 該 嵌 入 保 持 孔 に よ っ て 形 成 さ れ 、 前 記
倒 伏 保 持 部 が 該 枢 軸 と 該 嵌 入 保 持 孔 の 開 口 縁 部 保 持 面 か ら 形 成 さ れ る よ う に 構 成 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 遊 技 盤 支 持 具 に お い て は 、 請 求 項 ４ の よ う に 、 支 持 脚 の 上 部 に 長 孔 が 形 成 さ
れ る と 共 に 、 該 長 孔 に 挿 通 さ れ る 枢 軸 が 上 記 嵌 入 保 持 孔 の 略 下 方 位 置 に 水 平 に 保 持 さ れ 、
倒 伏 姿 勢 の 支 持 脚 は 該 嵌 入 保 持 孔 の 開 口 縁 部 保 持 面 に 当 接 し て 倒 伏 姿 勢 が 保 持 さ れ 、 該 支
持 脚 の 上 部 を 該 嵌 入 保 持 孔 に 近 づ け る 方 向 に 該 支 持 脚 を 摺 動 さ せ た と き 、 該 支 持 脚 が そ の
自 重 に よ り 枢 軸 を 中 心 に 鉛 直 状 態 ま で 回 動 し 、 該 支 持 脚 の 上 部 が 該 嵌 入 保 持 孔 の 真 下 に 移
動 し た と き 、 該 遊 技 盤 と 該 支 持 脚 の 相 対 移 動 に よ り 、 該 支 持 脚 の 上 部 が 該 嵌 入 保 持 孔 に 嵌
入 し て 該 支 持 脚 が 起 立 姿 勢 と な る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 遊 技 盤 支 持 具 に よ れ ば 、 製 造 工 程 な ど で 、 遊 技 盤 を 積 み 上 げ て 保 管 す る 場 合 、 遊 技
盤 の 支 持 脚 を 倒 伏 姿 勢 か ら 起 立 姿 勢 に 変 え 、 起 立 保 持 部 に よ り 支 持 脚 の 起 立 姿 勢 を 保 持 し
た 状 態 と す る 。 こ の 状 態 で 、 遊 技 盤 を 載 置 台 な ど の 上 に 載 置 し 、 他 の 遊 技 盤 も そ の 上 に 積
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み 上 げ る よ う に 、 重 ね て 載 置 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 遊 技 盤 の 裏 面 ま た は 表 面 に 突
出 し た 支 持 脚 は 、 下 側 の 遊 技 盤 と の 間 隔 を 、 障 害 釘 の 長 さ よ り 長 く 保 持 す る た め 、 複 数 の
遊 技 盤 を 積 み 重 ね て も 、 少 な く と も ３ 本 の 支 持 脚 で 遊 技 盤 の 荷 重 を 支 持 す る こ と と な り 、
障 害 釘 に 荷 重 が か か る こ と は な く 、 障 害 釘 を 傷 つ け た り 曲 げ た り す る 不 具 合 を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 遊 技 盤 支 持 具 に よ れ ば 、 支 持 脚 は 遊 技 盤 の 裏 面 の 四 隅 に 取 り 付 け ら れ
る た め 、 遊 技 盤 の 表 面 に 支 持 脚 が 露 出 し て 遊 技 盤 の 外 観 品 質 を 悪 化 さ せ る こ と は な い 。 さ
ら に 、 遊 技 盤 の 製 造 工 程 に お い て 、 障 害 釘 を 打 ち 込 む 釘 打 ち 装 置 の ア ー ム の 動 き が 、 支 持
脚 に よ り 阻 害 さ れ る こ と は な い し 、 遊 技 盤 を 遊 技 機 本 体 に 取 り 付 け て 使 用 す る 際 、 遊 技 盤
の 裏 面 四 隅 の 支 持 脚 は 倒 伏 姿 勢 に 戻 る た め 、 遊 技 盤 の 裏 面 に 装 着 さ れ る 多 数 の 電 気 部 品 の
取 付 作 業 に 、 支 持 脚 が 障 害 と な る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ の 遊 技 盤 支 持 具 に よ れ ば 、 支 持 脚 の 起 立 時 、 支 持 脚 の 上 部 が 嵌 入 保 持
孔 に 嵌 合 さ れ る た め 、 そ の 起 立 姿 勢 を 確 実 に 保 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 請 求 項 ４ の 遊
技 盤 支 持 具 に よ れ ば 、 支 持 脚 の 倒 伏 姿 勢 と 起 立 姿 勢 の 状 態 を 、 簡 単 に 変 更 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は パ チ ン コ 遊 技 機 の 遊 技 盤
１ の 概 略 背 面 図 を 示 し 、 図 ２ は そ の 右 側 面 図 を 示 し て い る 。 こ の 遊 技 盤 １ の 背 面 （ 裏 面 ）
の 四 隅 に は 、 支 持 具 １ ０ が そ の 支 持 脚 １ ２ を 倒 伏 と 起 立 可 能 な 状 態 で 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 支 持 具 １ ０ は 、 取 付 基 台 １ １ に 支 持 脚 １ ２ を 、 枢 軸 １ ３ を 介 し て 揺 動 及 び 摺 動 可 能 に 設
け て 形 成 さ れ 、 取 付 基 台 １ １ は 図 ５ に 示 す よ う に 、 遊 技 盤 １ の 裏 面 の 四 隅 に 設 け た 直 方 体
形 状 の 凹 部 ６ 内 に 密 に 埋 め 込 ま れ る よ う に 嵌 入 可 能 で あ り 、 嵌 入 さ れ た 状 態 で は 、 固 定 ね
じ に よ り 固 定 さ れ る 。 つ ま り 、 遊 技 盤 １ の 裏 面 の 四 隅 に 取 り 付 け た 支 持 具 １ ０ の 取 付 基 台
１ １ 及 び 支 持 脚 １ ２ が 、 遊 技 盤 １ の 裏 面 か ら 突 出 し な い よ う に 、 支 持 具 １ ０ が 埋 め 込 ま れ
て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 支 持 具 １ ０ の 取 付 基 台 １ １ は 、 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 直 方 体 の 下 面 両 側 に 直 方 体 状
の 枢 支 部 １ ７ が 、 間 に 支 持 脚 用 の ス ペ ー ス を 設 け て 突 設 さ れ 、 そ の ス ペ ー ス に よ っ て ガ イ
ド 溝 １ ８ が 取 付 基 台 １ １ の 長 手 方 向 に 形 成 さ れ る 。 そ の ガ イ ド 溝 １ ８ の 底 部 の 端 部 位 置 に
、 上 記 起 立 保 持 部 と な る 嵌 入 保 持 孔 １ ５ が 、 取 付 基 台 １ １ 内 に 矩 形 孔 （ 直 方 体 形 状 の 孔 ）
と し て 形 成 さ れ る 。 そ の 嵌 入 保 持 孔 １ ５ の 開 口 縁 部 に は 、 後 述 の 支 持 脚 １ ２ を 倒 伏 姿 勢 で
保 持 す る た め の 開 口 縁 部 保 持 面 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 嵌 入 保 持 孔 １ ５ の 形 状 は 、
角 柱 状 の 支 持 脚 １ ２ の 元 部 が 略 密 に 嵌 入 可 能 な 寸 法 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 両 側 の 枢 支 部 １ ７ に お け る 嵌 入 保 持 孔 １ ５ 近 傍 位 置 に は 、 軸 孔 が 水 平 に 穿 設 さ
れ 、 両 側 の 軸 孔 に 枢 軸 １ ３ の 両 端 が 挿 通 支 持 さ れ る 。 こ の 枢 軸 １ ３ に は 、 四 角 柱 形 の 支 持
脚 １ ２ が 枢 軸 １ ３ を 中 心 に 揺 動 自 在 で 且 つ 所 定 の 範 囲 で 摺 動 可 能 に 支 持 さ れ る 。 つ ま り 、
支 持 脚 １ ２ の 端 部 に 、 支 持 脚 の 長 手 方 向 を 長 尺 と し た 長 孔 １ ４ が 形 成 さ れ 、 そ の 長 孔 １ ４
に 枢 軸 １ ３ が 挿 通 さ れ る 。 支 持 脚 １ ２ は 、 そ の 全 体 が 両 枢 支 部 １ ７ 間 の ガ イ ド 溝 １ ８ に 挿
入 可 能 で あ り 、 枢 軸 １ ３ の 両 端 は 、 取 付 基 台 １ １ の 両 側 の 枢 支 部 １ ７ に よ り 支 持 さ れ て い
る 。 支 持 脚 １ ２ は 、 そ の 元 部 の 長 孔 １ ４ に 枢 軸 １ ３ を 挿 通 さ せ 、 枢 軸 １ ３ を 中 心 に 回 動 可
能 で あ り 、 脚 の 長 手 方 向 に 摺 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し た が っ て 、 支 持 脚 １ ２ は 、 図 ６ （ 上 図 ） に 示 す よ う に 、 取 付 基 台 １ １ に 対 し 倒 伏 姿 勢
を と っ た 場 合 、 両 枢 支 部 １ ７ 間 の ガ イ ド 溝 １ ８ 内 に 入 り 、 支 持 脚 １ ２ の 元 部 の 側 面 が そ の
開 口 縁 部 保 持 面 １ ６ に 当 接 し 、 そ の 倒 伏 姿 勢 が 保 持 さ れ る 。 つ ま り 、 図 ６ （ 上 図 ） に お い
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て 、 支 持 脚 １ ２ の 先 端 部 （ 右 端 ） は そ の 自 重 に よ り 、 枢 軸 １ ３ を 中 心 に 下 方 へ の 回 動 力 が
生 じ る が 、 こ の と き 、 支 持 脚 １ ２ の 元 部 側 面 が 開 口 縁 部 保 持 面 １ ６ に 当 接 す る こ と に よ り
、 支 持 脚 １ ２ の 倒 伏 姿 勢 が 保 持 さ れ る 状 態 と な る 。 上 記 倒 伏 保 持 部 は 、 こ の 開 口 縁 部 保 持
面 １ ６ と 枢 軸 １ ３ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 図 ６ （ 中 図 ） に 示 す よ う に 、 支 持 脚 １ ２ を そ の 長 手 方 向 右 側 （ 支 持 脚 １ ２ の 元
部 の 端 部 が 嵌 入 保 持 孔 １ ５ の 真 下 に 近 づ く 方 向 ） に 移 動 さ せ 、 支 持 脚 １ ２ の 元 部 が 嵌 入 保
持 孔 １ ５ の 位 置 に 達 し た と き に 、 図 ６ （ 下 図 ） に 示 す よ う に 、 支 持 脚 １ ２ の 先 端 は 、 そ の
自 重 に よ り 枢 軸 １ ３ を 中 心 に 図 ６ の 時 計 方 向 に 回 動 し 、 支 持 脚 １ ２ は そ の 先 端 を 下 側 に 回
し て 起 立 す る 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 状 態 に お い て 、 取 付 基 台 １ １ の 位 置 を 支 持 脚 １ ２ に 対 し 下 げ 或 い は 支 持 脚 １ ２ の 位
置 を 取 付 基 台 １ １ に 対 し 上 げ る と 、 図 ６ （ 下 図 ） の よ う に 、 支 持 脚 １ ２ の 元 部 が 嵌 入 保 持
孔 １ ５ 内 に 嵌 り 込 む 。 こ の 状 態 で 、 遊 技 盤 １ の 表 面 を 上 面 と し て 載 置 台 な ど の 上 に 載 置 し
た 場 合 、 支 持 脚 １ ２ に 上 方 向 へ の 力 が 作 用 し て 嵌 入 保 持 孔 １ ５ 内 を 押 し 上 げ 、 支 持 脚 １ ２
が 起 立 姿 勢 に 保 持 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 嵌 入 保 持 孔 １ ５ は 支 持 脚 １ ２ を 起 立 姿 勢 に 保 持 す
る 起 立 保 持 部 と し て 機 能 す る 。 ま た 、 こ の 起 立 姿 勢 の 支 持 脚 １ ２ の 突 出 長 さ Ｌ （ 図 ６ ） は
、 遊 技 盤 １ に 打 ち 込 ま れ た 障 害 釘 ５ の 長 さ 、 つ ま り 釘 の 頭 部 か ら 遊 技 盤 １ の 表 面 ま で の 長
さ よ り 、 図 ２ の 如 く 、 長 く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 支 持 具 １ ０ は 、 図 １ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 遊 技 盤 １ の 裏 面 の 四 隅
に 形 成 さ れ た 直 方 体 状 の 凹 部 ６ に 、 各 々 嵌 め 込 ま れ 、 固 定 ね じ に よ り 締 付 固 定 さ れ て 取 り
付 け ら れ る 。 各 支 持 具 １ ０ は 、 そ の 支 持 脚 １ ２ が 内 側 に 収 納 さ れ た 状 態 （ 図 ６ の 上 図 の 状
態 ） で 、 遊 技 盤 １ の 裏 面 か ら 突 出 す る 部 分 は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 状 態 で 、 遊 技 盤 １ の 表 面 を 上 に 、 そ の 裏 面 を 下 に し て 遊 技 盤 を 水 平 に 持 ち 上 げ 、 図
６ の 中 図 の よ う に 、 支 持 脚 １ ２ を 図 の 右 側 に 摺 動 さ せ 、 支 持 脚 １ ２ の 元 部 が 嵌 入 保 持 孔 １
５ の 真 下 位 置 に 達 す る と 、 裏 面 の 四 隅 に 取 り 付 け た 支 持 具 １ ０ の 支 持 脚 １ ２ が 、 各 々 自 重
に よ り 、 そ の 枢 軸 １ ３ を 中 心 に し て 、 そ の 先 端 を 下 方 に 向 け る よ う に 約 ９ ０ 度 回 動 す る 。
こ の と き 、 鉛 直 状 態 と な っ た 支 持 脚 １ ２ の 元 部 は 、 回 動 し て 嵌 入 保 持 孔 １ ５ の 真 下 に 位 置
す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 状 態 で 、 遊 技 盤 １ を 載 置 台 な ど の 上 に 載 置 し 、 支 持 脚 １ ２ の 先 端 が 載 置 台 の 上 に 当
接 す る と 、 遊 技 盤 １ が 支 持 脚 １ ２ に 対 し 相 対 的 に 下 が り 、 図 ６ の 下 図 の よ う に 、 支 持 脚 １
２ の 元 部 が 取 付 基 台 １ １ の 嵌 入 保 持 孔 １ ５ 内 に 嵌 入 し た 状 態 と な っ て 、 支 持 脚 １ ２ の 起 立
状 態 が 保 持 さ れ る 。 こ の よ う な 状 態 が 四 隅 の 各 支 持 具 １ ０ の 支 持 脚 １ ２ に つ い て 行 わ れ 、
遊 技 盤 １ の 裏 面 の 四 隅 に 支 持 脚 １ ２ が 鉛 直 に 突 出 し た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し た が っ て 、 こ の ま ま 遊 技 盤 １ を 載 置 台 な ど の 上 に 載 置 す れ ば 、 ４ 本 の 支 持 脚 １ ２ に 支
持 さ れ て 遊 技 盤 １ は 水 平 に 保 持 さ れ る 。 ま た 、 ４ 本 の 支 持 脚 １ ２ は 、 そ の 元 部 が 取 付 基 台
１ １ の 嵌 入 保 持 孔 １ ５ に 嵌 入 さ れ る た め 、 倒 れ る こ と な く 、 強 固 に そ の 起 立 状 態 を 保 持 す
る こ と が で き る 。 そ し て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 別 の 遊 技 盤 に つ い て も 、 上 記 と 同 様 に 、 ４
本 の 支 持 脚 １ ２ を 起 立 状 態 と し 、 載 置 し た 遊 技 盤 １ の 上 に こ の 遊 技 盤 を 順 に 積 み 上 げ て い
く 。 支 持 脚 １ ２ の 突 出 し 長 さ Ｌ は 、 障 害 釘 ５ の 突 出 し 長 さ よ り 長 く 形 成 さ れ る た め 、 障 害
釘 ５ の 頭 部 が 上 の 遊 技 盤 １ の 裏 面 に 当 接 せ ず に 、 支 持 脚 １ ２ に よ り 各 遊 技 盤 を 支 持 す る 形
態 で 、 積 み 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 よ っ て 、 複 数 の 遊 技 盤 １ を 順 に 積 み 上 げ た 場 合 、 各 遊 技 盤 は 支 持 脚 １ ２ に よ り 水 平 に 支
持 さ れ 、 障 害 釘 ５ に 荷 重 を か け る こ と は な い た め 、 障 害 釘 に 傷 つ け 或 い は 曲 げ た り す る 不
具 合 を 解 消 す る こ と が で き る 。 ま た 、 長 さ の 等 し い ４ 本 の 支 持 脚 １ ２ に よ り 各 遊 技 盤 １ を
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支 持 す る た め 、 積 み 上 げ た 遊 技 盤 １ は 、 図 ７ の よ う に 、 略 水 平 に 安 定 し て 支 持 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 遊 技 盤 １ を 積 み 上 げ て 保 管 し た 個 所 か ら 取 り 出 し て 、 他 の 部 品 を 遊 技 盤 １ に 取 り
付 け る 場 合 、 或 い は 遊 技 盤 １ を 遊 技 機 の 前 面 枠 内 に 取 り 付 け る 場 合 、 各 支 持 具 １ ０ の 支 持
脚 １ ２ を 、 倒 伏 状 態 と す る 。 こ の 場 合 、 遊 技 盤 １ を 持 ち 上 げ る と 、 支 持 脚 １ ２ は 、 そ の 自
重 に よ り 下 降 し 、 そ の 元 部 が 取 付 基 台 １ １ の 嵌 入 保 持 孔 １ ５ か ら 離 脱 し た 状 態 と な る 。 従
っ て 、 こ の 状 態 で 、 支 持 脚 １ ２ の 先 端 を 持 っ て 、 そ れ を 図 ６ の 反 時 計 方 向 に 約 ９ ０ 度 回 動
さ せ 、 そ し て 図 の 左 側 に 摺 動 さ せ れ ば 、 支 持 脚 １ ２ の 元 部 の 側 面 が 開 口 縁 部 保 持 面 １ ６ に
当 接 し た 状 態 と な り 、 支 持 脚 １ ２ は 、 枢 軸 １ ３ と こ の 開 口 縁 部 保 持 面 １ ６ に よ り 、 水 平 な
倒 伏 姿 勢 を 保 持 さ れ た 状 態 と な る 。 よ っ て 、 支 持 脚 １ ２ を 含 む 支 持 具 １ ０ は 、 遊 技 盤 １ の
凹 部 ６ 内 に 収 納 さ れ 、 盤 の 裏 面 に 突 き 出 す こ と は な く 、 遊 技 盤 １ の 裏 面 に は 、 必 要 な 電 気
部 品 な ど を 支 持 具 １ ０ と の 干 渉 な し に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ８ は 他 の 実 施 形 態 を 示 す 遊 技 盤 の 正 面 図 、 図 ９ は そ の 右 側 面 図 を 示 し て い る 。 こ の 例
で は 、 上 記 支 持 具 １ ０ が 遊 技 盤 ２ ０ の 表 面 の 四 隅 に 、 上 述 の も の と は 逆 に 支 持 脚 １ ２ を 上
方 に 突 き 出 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 す な わ ち 、 遊 技 盤 ２ ０ の 表 面 の 四 隅 に は 、 支 持 具 １
０ の 取 付 基 台 １ １ を 嵌 め 込 む た め の 、 直 方 体 形 状 の 凹 部 ６ （ 図 ８ ） が 形 成 さ れ 、 そ こ に 上
記 と 同 様 に 構 成 さ れ た 支 持 具 １ ０ が 、 そ の 支 持 脚 １ ２ を 上 方 に 突 き 出 し 可 能 に 嵌 め 込 ま れ
、 固 定 ね じ に よ り 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 支 持 具 １ ０ の 支 持 脚 １ ２ の 突 出 し 長 さ Lも 、 上 記
支 持 脚 １ ２ 同 様 に 、 遊 技 盤 １ に 打 ち 込 ま れ た 障 害 釘 ５ の 突 出 し 長 さ よ り 僅 か に 長 く 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 支 持 脚 １ ２ を 有 し た 支 持 具 １ ０ を そ の 表 面 の 四 隅 に 取 り 付 け た 遊 技 盤 ２ ０
は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 そ の 表 面 を 下 に そ の 裏 面 を 上 に し 、 裏 返 し た 状 態 で 載 置 台 な ど
に 載 置 さ れ る 。 こ の と き 、 支 持 脚 １ ２ の 突 出 し 長 さ L（ 図 １ ０ ） が 、 遊 技 盤 １ に 打 ち 込 ま
れ た 障 害 釘 ５ の 突 出 し 長 さ よ り 僅 か に 長 く 形 成 さ れ て い る た め 、 遊 技 盤 １ を 裏 返 し て 載 置
し た 場 合 で も 、 障 害 釘 ５ に 荷 重 が か か る こ と は な く 、 障 害 釘 ５ の 頭 部 を 傷 つ け た り 、 障 害
釘 を 曲 げ た り す る 不 具 合 は 生 じ な い 。 し た が っ て 、 図 １ ０ の よ う に 、 複 数 の 遊 技 盤 ２ ０ を
、 そ の 表 面 を 下 に 、 そ の 裏 面 を 上 に し て 、 積 み 重 ね 、 積 み 上 げ て い く こ と が で き る 。 そ し
て 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 積 み 上 げ た 場 合 、 各 遊 技 盤 ２ ０ は 四 隅 の 支 持 具 １ ０ の 支 持 脚 １ ２
に よ っ て 支 持 さ れ る た め 、 略 水 平 に 安 定 し て 積 み 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 遊 技 盤 ２ ０ は 、 そ の 製 造 時 に 、 積 み 上 げ て 保 管 し た 後 、 遊 技 機 の 前 面
枠 に 取 り 付 け て 製 品 と な る が 、 前 面 枠 に 遊 技 盤 ２ ０ を 取 り 付 け る 段 階 で は 、 遊 技 盤 ２ ０ の
正 面 側 の 四 隅 に は 装 飾 部 材 が 取 り 付 け ら れ る た め 、 或 い は 、 遊 技 盤 の 四 隅 を カ バ ー す る 、
ガ ラ ス 枠 の 四 隅 に 配 設 さ れ る 装 飾 部 材 に よ っ て 、 遊 技 盤 ２ ０ の 表 面 の 四 隅 に 支 持 具 １ ０ を
埋 め 込 む よ う に 取 り 付 け た と し て も 、 製 品 と な る 際 に は 、 装 飾 部 材 な ど で 支 持 具 １ ０ を 覆
う た め 、 支 持 具 １ ０ は 露 出 せ ず 、 遊 技 盤 ２ ０ の 良 好 な 意 匠 面 が 支 持 具 １ ０ に よ っ て 阻 害 さ
れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 製 造 の 段 階 で 、 遊 技 盤 ２ ０ の 裏 面 （ 背 面 ） に は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 駆 動 回 路 基
板 な ど の 重 要 な 電 気 部 品 が 取 り 付 け ら れ る が 、 遊 技 盤 ２ ０ の 表 面 に 支 持 脚 １ ２ を 起 立 さ せ
る よ う に 支 持 具 １ ０ を 取 り 付 け た 場 合 、 遊 技 盤 ２ ０ の 裏 面 を 上 に 、 そ の 表 面 を 下 に し て 遊
技 盤 を 載 置 台 な ど の 上 に 載 置 し て お く こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 遊 技 盤 ２ ０ の 裏 面 に 重
要 な 電 気 部 品 を 取 り 付 け た 後 、 そ の 裏 面 を 上 に 表 面 を 下 に し て 遊 技 盤 ２ ０ を 載 置 し 、 そ れ
に よ っ て 裏 面 の 電 気 部 品 の タ ー ミ ナ ル や コ ネ ク タ な ど が 、 載 置 台 な ど に 接 触 し 或 い は 当 た
る な ど し て 荷 重 を 受 け る こ と が な く 、 遊 技 盤 ２ ０ の 裏 面 の 電 気 部 品 の タ ー ミ ナ ル や コ ネ ク
タ な ど を 安 全 に 保 持 し な が ら 、 電 気 部 品 の 取 付 作 業 或 い は 調 整 作 業 な ど を 行 う こ と が で き
る 。 ま た 、 遊 技 機 の 保 守 点 検 や 部 品 交 換 を 行 な う 場 合 、 取 り 外 し た 遊 技 盤 ２ ０ の 裏 面 を 上
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に 、 そ の 表 面 を 下 に し て 、 そ れ を 載 置 台 な ど の 上 に 載 置 し 、 保 守 点 検 や 部 品 交 換 を 安 定 姿
勢 で 簡 便 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 ガ ラ ス 枠 の 四 隅 に 装 飾 部 材 が 配 設 さ れ 、 そ の 装 飾 部 材 が 遊 技 盤 ２ ０ の 四 隅 の 支 持
具 １ ０ を 覆 う 構 造 の 場 合 、 遊 技 盤 ２ ０ の 表 面 の 四 隅 に 取 り 付 け た 支 持 具 １ ０ の 支 持 脚 １ ２
を 起 立 状 態 と し て お く こ と に よ り 、 支 持 脚 １ ２ の 先 端 を ガ ラ ス 面 に 当 接 さ せ る よ う に す れ
ば 、 遊 技 盤 ２ ０ の 表 面 と ガ ラ ス 面 の 距 離 を 一 定 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 遊 技 盤 の 四 隅 に 支 持 具 １ ０ を 取 り 付 け た が 、 遊 技 盤 の ３ 箇 所
に 支 持 具 １ ０ を 取 り 付 け 、 ３ 本 ま た は ５ 本 以 上 の 支 持 脚 に よ り 遊 技 盤 を 支 持 す る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 本 願 が 請 求 す る 本 発 明 の 技 術 的 思 想 は 特 許 請 求 の 範 囲 の 各 請 求 項 に 記 載 の 通 り
で あ る が 、 本 発 明 は 、 以 下 の よ う な 構 成 要 素 と 作 用 効 果 を 有 し た 技 術 的 思 想 を も 含 む も の
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ １ ） 遊 技 機 の 複 数 の 遊 技 盤 を 積 み 重 ね て 載 置 す る 際 に 使 用 さ れ る 遊 技 盤 支 持 具 で あ っ
て 、 遊 技 盤 の 表 面 の 四 隅 に 支 持 脚 が 可 倒 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 支 持 脚 の 突 出 し 長 は 遊 技 盤
に 打 ち 込 ま れ た 障 害 釘 の 突 出 し 長 よ り 長 く 形 成 さ れ 、 支 持 脚 は 遊 技 盤 の 表 面 に 対 し 倒 伏 姿
勢 と 起 立 姿 勢 を 保 持 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 支 持 脚 の 倒 伏 姿 勢 を 保 持 す る 倒 伏 保 持 部 と 支 持
脚 の 起 立 姿 勢 を 保 持 す る 起 立 保 持 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、
複 数 の 遊 技 盤 を 、 そ の 表 面 を 下 に 、 そ の 裏 面 を 上 に し て 、 積 み 重 ね 、 積 み 上 げ て い く こ と
が で き 、 積 み 上 げ た 状 態 で 、 各 遊 技 盤 は 四 隅 の 支 持 脚 に よ っ て 支 持 さ れ る た め 、 略 水 平 に
安 定 し て 積 み 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ ２ ） 遊 技 盤 の 表 面 の 四 隅 に 支 持 脚 が 、 遊 技 盤 に 打 ち 込 ま れ た 障 害 釘 の 頭 部 及 び 遊 技 盤
上 の 装 飾 部 材 よ り 上 に 突 出 し 且 つ 可 倒 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 支 持 脚 は 、 遊 技 盤 の 表 面 に 対
し 倒 伏 姿 勢 と 起 立 姿 勢 を 保 持 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 支 持 脚 の 倒 伏 姿 勢 を 保 持 す る 倒 伏 保 持
部 と 支 持 脚 の 起 立 姿 勢 を 保 持 す る 起 立 保 持 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 構 成 に
よ れ ば 、 遊 技 機 の 保 守 点 検 や 部 品 交 換 を 行 な う 際 、 支 持 脚 を 起 立 姿 勢 と し 、 取 り 外 し た 遊
技 盤 の 裏 面 を 上 に 、 そ の 表 面 を 下 に し て 、 そ れ を 載 置 台 な ど の 上 に 支 持 脚 を 介 し て 載 置 し
、 保 守 点 検 や 部 品 交 換 を 安 定 し た 姿 勢 で 簡 便 に 行 な う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 遊 技 盤 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 遊 技 盤 の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 支 持 具 の 拡 大 背 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 支 持 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 支 持 具 の 起 立 動 作 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 遊 技 盤 を 積 み 上 げ た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 他 の 実 施 形 態 を 示 す 遊 技 盤 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 遊 技 盤 の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 遊 技 盤 を 積 み 上 げ た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 遊 技 盤 を 積 み 上 げ た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 　 　 遊 技 盤
　 ５ 　 　 　 障 害 釘
　 １ ０ 　 　 支 持 具
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　 １ １ 　 　 取 付 基 台
　 １ ２ 　 　 支 持 脚
　 １ ３ 　 　 枢 軸
　 １ ４ 　 　 長 孔
　 １ ５ 　 　 嵌 入 保 持 孔
　 １ ６ 　 　 開 口 縁 部 保 持 面
　 １ ７ 　 　 枢 支 部
　 １ ８ 　 　 ガ イ ド 溝

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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